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【令和２(2020)年度 中間評価結果】※評価欄は、該当するものに「○」を付してください。 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（意見等） 

物質を光励起することで、物質場と光子場が強く結合した量子状態（光ドレスド状態）を創出し、そ

の機能を開拓するとともに、30 フェムト秒電子線パルスを用いた超高速時間分解電子線回折によりド

レスド状態の構造の時間発展を明らかにしようとする挑戦的な研究である。既に、無機強誘電物質にお

いて光と電子状態が強く結合することによる緩和を経ない高速強誘電スイッチング現象や、プロトン

とπ電子が結合した有機強誘電体において光ドレスド状態を示唆する高強度の第二高調波発生を観測

するとともに、理論研究でも、フロッケ状態やトポロジカル励起に伴う第二高調波発生の増強を予言す

るなど、順調に研究が進んでいる。 

今後は、超高速時間分解電子線回折装置を早期に立ち上げ、ドレスド状態の時空間構造を明らかにす

ることを期待する。 

 


